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水道の凍結にご注意ください／コンテンツ

まちのわだい

まちの財政状況をお知らせします／まちのわだい

マイナンバー制度について

串本海岸の堤防改良工事の開始について

平成２８年分確定申告について

国保財政の健全化に向けて（２４）

障害者控除対象者認定について

保健センターだより／りぼん

くしもと町立病院コーナー

よろこびかなしみ

町内の社会福祉団体へ寄付をいただきました

地域おこし協力隊が着任

火災・救急件数／人口／お知らせ／相談／納税

水道の凍結にご注意ください

気温の低下により、水道管や水道メーターの内部が凍結し、破損する恐れがあります。
凍結しないよう事前に予防しましょう。

①凍結を防ぐには
　露出している水道管に布や防寒用のチューブを巻きつけて保護します。
　また、蛇口を少しだけ開けておくと凍結しにくくなります。

②凍結してしまったら
　気温の上昇を待つか、タオルなどを巻いた上からぬるま湯をかけて
　解凍してください。　
　熱湯をそのままかけると水道管が破損する恐れがあります。

③水道管が破損してしまったら
　すぐに町指定の給水工事事業者に連絡し修理してください。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　水道課　℡　０７３５－７２－００８２

　
１
月
３
日
、
平
成
29
年
成
人
式
が
串

本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
対
象
者
は
、
平
成
８
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
１
６
５
名
の
う
ち
１
１
４
名

が
出
席
。
新
成
人
を
主
と
し
た
実
行
委

員
会
が
式
を
企
画
、
運
営
し
、
平
田
勇

さ
ん
と
梁
村
海
斗
さ
ん
が
司
会
を
務
め

ま
し
た
。

　
野
呂
教
育
長
は
「
こ
れ
か
ら
長
い
道

の
り
が
待
っ
て
い
る
。
壁
や
挫
折
が
あ

る
と
思
う
が
、
若
者
ら
し
く
積
極
的
に

果
敢
に
自
分
の
夢
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
前
芝
雅
嗣
県
議
会
議
員
、
寺
町
忠
町

議
会
議
長
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
代
表
の
白
井
和
仁
さ
ん
は

「
社
会
人
１
年
生
と
し
て
今
ま
で
以
上

に
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
確
か
な
足
取

り
で
進
ん
で
い
き
た
い
。
串
本
町
で
生

ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
広

く
社
会
に
目
を
向
け
、
若
者
ら
し
く
生

き
た
い
。」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
故
か
ら
始
ま
っ

た
日
ト
友
好
に
関
す
る
映
像
を
上
映
。

田
嶋
町
長
は
新
成
人
に
対
し
「
先
人
た

ち
の
格
好
い
い
思
い
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
素
晴
ら
し
い
大
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
。」
と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
田
原
出
身

の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
南
努

さ
ん
が
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
で
新
成
人

を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
式
後
、
新
成
人
は
記
念
撮
影
の
た
め

町
立
体
育
館
へ
移
動
。
新
成
人
が
写
真

を
撮
り
合
っ
た
り
近
況
報
告
を
し
た
り

と
、
久
々
の
再
会
に
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
新
成
人
の
写
真
は
裏
表
紙
に
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①式の様子
②真剣な表情で式に臨
む新成人の皆さん
③新成人代表の白井さ
んによる宣誓　
④期待の言葉を述べる
田嶋町長　⑤祝辞を述
べる寺町議長　⑥南さ
んによるギターの弾き
語り
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平
成
29
年
串
本
町
成
人
式

新
た
な
決
意
を
胸
に
大
人
へ
の
仲
間
入
り
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官
公
署
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
防
火
啓
発

串
本
町
消
防
出
初
式

　
式
典
で
は
田
嶋
町
長
が
「
自
然
災
害

を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
被
害
を

小
さ
く
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
地
域
の

防
災
力
を
高
め
、
町
民
の
危
機
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
。」
と
あ
い
さ
つ
。

北
地
消
防
長
は
「
災
害
か
ら
人
々
の
命

や
財
産
を
守
る
た
め
気
を
引
き
締
め
周

到
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
訓
辞
を
述
べ
、
火
災
予
防
啓
発
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
に
努
め
た
い

と
述
べ
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
次
の
方
々
に
対
し
て
、

永
年
勤
続
な
ど
の
消
防
団
員
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

【
10
年
以
上
勤
続
表
彰
】

▼
有
田
分
団
（
里
見
龍
二
）

▼
串
本
分
団
（
堀
宣
周
・
堀
武
俊
）

▼
和
深
分
団
（
片
岡
純
也
・
鈴
木
章
浩
）

▼
大
島
分
団
（
伊
勢
谷
英
克
）

▼
須
江
分
団
（
濵
健
太
）

▼
樫
野
分
団
（
山
口
英
雄
）

▼
西
向
分
団
（
木
下
俊
郎
）

▼
田
原
分
団
（
西
脇
直
人
・
寺
西
国
嗣
）

【
20
年
以
上
勤
続
表
彰
】

▼
樫
野
分
団
（
福
島
新
吾
）

▼
串
本
分
団
（
大
岡
和
弘
・
山
本
康
史
）

▼
大
島
分
団
（
平
井
庄
）

▼
須
江
分
団
（
濵
口
康
信
）

▼
西
向
分
団
（
石
坪
義
孝
）

▼
古
座
分
団

　（
岩
見
敏
幸
・
關
戸
雅
光
・
浅
利
新
）

▼
田
原
分
団
（
村
口
和
司
）

【
30
年
以
上
勤
続
表
彰
】

▼
串
本
分
団

　（
泉
博
二
・
矢
野
進
・
富
田
祥
）

▼
潮
岬
分
団
（
尾
﨑
謙
二
）

▼
和
深
分
団
（
南
地
秀
紀
）

▼
大
島
分
団
（
小
山
一
壽
）

▼
西
向
分
団
（
竹
田
二
郎
）
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【
40
年
以
上
勤
続
表
彰
】

▼
西
向
分
団
（
前
田
南
海
男
）

【
東
牟
婁
地
域
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
田
原
分
団
（
湯
口
昭
）

▼
串
本
分
団

　（
稲
垣
丈
弘
・
岡
本
昇
和
・
峪
芳
郎
）

▼
有
田
分
団
（
里
見
龍
二
）

▼
西
向
分
団
（
堀
正
通
）

【
和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
】

▼
樫
野
分
団
（
福
島
新
吾
）

▼
串
本
分
団
（
大
岡
和
弘
・
山
本
康
史
）

▼
大
島
分
団
（
平
井
庄
）

▼
須
江
分
団
（
濵
口
康
信
）

▼
西
向
分
団
（
石
坪
義
孝
）

▼
古
座
分
団

　（
岩
見
敏
幸
・
關
戸
雅
光
・
浅
利
新
）

▼
田
原
分
団
（
村
口
和
司
）

①式典の様子　②なんたん水とアルファ米を配布する消
防署員　③官公署のマスコットキャラクターが勢揃い
④マスコットキャラクターとかけっこを楽しむ親子連れ

　
１
月
８
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
串
本
町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、

消
防
署
員
、
消
防
団
員
約
３
０
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
分

列
行
進
と
一
斉
放
水
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
例
年
通

り
永
年
勤
続
の
消
防
団
員
を
表
彰
す
る

式
典
を
開
催
。
町
立
体
育
館
で
は
官
公

署
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
一

堂
に
会
し
、
防
火
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

永年勤続の表彰を受ける消防団員
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大
使
の
方
々
か
ら
は
、
古
座
高
校
の

活
用
、エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
や
映
画「
海

難
１
８
９
０
」
を
よ
り
ア
ピ
ー
ル
す
る

方
策
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
な

ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
出
席
さ
れ
た
大
使
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
赤
木
正
和
（
大
阪
府
枚
方
市
）

▼
石
垣
　
績
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

▼
清
水
康
生
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

▼
中
谷
和
夫
（
京
都
府
長
岡
京
市
）

▼
濵
野
晃
吉
（
大
阪
市
中
央
区
）

▼
平
野
啓
子
（
東
京
都
府
中
市
）

①大使お一人ずつ近況報告や串本への思いを
語っていただきました　②（前列左から）清水
さん、石垣さん、赤木さん、田嶋町長、濵野さん、
中谷さん、平野さん、（後列左から）平井企画課長、
前芝県議会議員、寺町議長、清野副町長

　
１
月
３
日
、
串
本
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
串
本
ふ
る
さ
と
大
使
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
田
嶋
町
長
、
清
野
副
町

長
、
寺
町
議
長
、
前
芝
県
議
会
議
員
、

６
名
の
ふ
る
さ
と
大
使
が
出
席
。「
串

本
へ
の
思
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
で
田
嶋
町
長
は
「
串
本

に
は
多
く
の
潜
在
的
な
資
源
が
あ
る
。

串
本
町
の
売
り
出
し
に
皆
さ
ん
の
知
恵

を
借
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
述
べ

ま
し
た
。

串
本
ふ
る
さ
と
大
使
会
議
開
催

串
本
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て

左から（大将）尾﨑新さん、（副将）岡野陽
翠さん（中堅）川本晴春さん、（次鋒）岡地
凜さん、（先鋒）尾﨑叶さん

左から
明るい選挙啓発推進協議会　小片副会長、
堀東牟婁分局長、選挙管理委員会　田城委員長

　
１
月
22
日
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

交
流
大
会
に
出
場
す
る
串
本
少
年
剣
道

ク
ラ
ブ
の
５
名
が
、
12
月
21
日
に
田
嶋

町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
11
月
に
行
わ
れ
た
和
歌
山
大
会
で
近

畿
大
会
出
場
権
を
獲
得
。
大
将
の
尾
﨑

新
さ
ん
は
「
初
戦
突
破
を
目
標
に
練
習

を
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
「
串
本
を
背
負
っ
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
激
励
し
ま
し
た
。

近
畿
大
会
初
出
場
を
町
長
に
報
告

串
本
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
表
敬
訪
問

選
挙
事
務
の
管
理
と
啓
発
に
貢
献

串
本
町
の
個
人
と
団
体
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お

い
て
、
選
挙
事
務
の
管
理
執
行
や
啓
発

に
尽
力
さ
れ
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

と
し
て
串
本
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
田

城
博
章
委
員
長
と
串
本
町
明
る
い
選
挙

啓
発
推
進
協
議
会
が
総
務
大
臣
よ
り
表

彰
さ
れ
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
東
牟
婁

分
局
長
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
田
城
さ
ん
は
「
先
輩
方
の
教
え
に
よ

る
も
の
で
す
。」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。
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人件費
補助費等
公債費
物件費
繰出金
普通建設事業費
投資及び出資金・貸付金
扶助費
積立金
維持補修費
災害復旧事業

合計

1.5%
7.0%
2.9%
7.4%
2.2%
46.7%
2.1%
4.0%
0.1%
14.0%
274.0%

10.7%

△ 

△
△

　平成 27 年度の一般会計・特別会計の決算が、10 月の決算審査特別委員会で承認さ
れました。主に一般会計の収入や使途の状況に関してグラフや表などを用いてお知ら
せいたします。（金額は全て万単位で表示しています。）

収　入 116億5,819万円

 平成 27 年度の収入では、国庫支出金や地方交
付税、町債が増加したことにより、総額は前年
度と比較して10億 6,375万円の増となりました。

　町税
14億1,624万
（12.1％)

使用料及び手数料
1億6,453万（1.4％）

繰入金
1億8,694万（1.6％）

その他
7億6,363万（6.7％）

地方交付税
47億617万
（40.4％）

国庫支出金
12億4,258万
（10.7％)

町債
20億3,892万
（17.5％)

県支出金
7億1,874万（6.2％）

その他
4億2,044万（3.4％）

収入
116億5,819万

単位：円

自主財源 21.7％ 依存財源 78.3％

町税
繰入金
使用料及び手数料
その他

2.2%
67.5%
29.7%
11.7%

△
△

△

自
主
財
源

依
存
財
源

地方交付税
町債
国庫支出金
県支出金
その他

2.3%
94.6%
15.9%
4.4%
46.4%

△

合計 10.0% 

【対前年度伸び率】

支　出 113億5,815万円

 平成 27 年度の支出では、学校給食セン
ター建設などの普通建設事業費や公債費
の増加等から 10 億 9,848 万円の増とな
りました。

支出
113億5,815万

単位：円

（性質別）

普通建設事業費
27億9669万
（24.6％)

人件費
18億5,231万
（16.3％)

物件費
16億590万
（14.1％）

公債費
12億6,141万
（11.1％）

繰出金
11億6,302万
（10.3％）

扶助費
10億7,750万
（9.5％）

補助費等
11億8,299万
（10.5％）

積立金
2億5,529万（2.2％）

投資及び出資金・貸付金
3,544万（0.3％）

維持補修費
1億290万（0.9％）

災害復旧費
2,470万（0.2％）

【対前年度伸び率】

 以上のことから、平成 27 年度一般会計については、収入と支出の差引３億 4万円から翌年度に繰越すべ
き財源 7,902 万円を除いた 2億 2,102 万円の黒字となりました。
 しかし、町税を中心とした自主財源や、歳入の多くを占める地方交付税が将来的に減少していくことが
予想される中、南海トラフ巨大地震等を想定した避難路整備や公共施設の高台移転など多額の財源を要す
る事業を実施していく必要があるため、引き続き慎重な財政運営を行ってまいります。

では・・・収支は？

借入金（町債）・積立金（基金）はいくらあるの？

　町が行う様々な事業 ( 漁港や学校の建設、耐震補強
など ) のために長期に借り入れるのが町債です。平成
27 年度は 20 億 3,892 万円を新たに借り入れています。
　平成 27 年度末残高は約 142 億円ですが、うち
72.6% の約 103 億円が交付税措置され、残り約 39 億
円が実質の町負担となります。
　また、町が行っている積立 ( 貯金 ) を基金といいま
す。平成 27 年度では、減債基金で 1 億 3,893 万円の
積立てを行った一方で、ふるさとのまちづくり応援基
金で 2,720 万円の取り崩しを行っており、基金全体で
1億 372 万円増加しています。

町債
141億7,811万円

基金
35億6,134万円

うち町負担
38億8,334万円

【基金と町債の額】　（平成27年度末）

何のために、どのくらい使ったの？

【町民一人あたり内訳】

支出
113億5,815万

単位：円

（目的別）

民生費
29億4,251万
（25.9％）

総務費
16億8,705万
（14.9％)

衛生費
17億2,962万
（15.2％）

公債費
12億6,141万
（11.1％）

消防費
7億3,202万（6.5％）

商工費
2億571万（1.8％）

農林水産業費
3億4,313万（3.0％）

議会費
9,650万（0.9％）

災害復旧費
2,470万（0.2％）

土木費
7億9,966万
（7.0％）

教育費
15億3,584万
（13.5％）

民生費
(福祉サービス、保育所運営など)
総務費
(全般的な管理事務、徴税など )
衛生費
(健康診断やごみ処理など )
公債費
(町債の返済 )
土木費
(道路や公営住宅などの整備 )
農林水産業費
(農林水産業の振興 )
消防費
(消防業務 )
教育費
(小学校や幼稚園の運営など )
商工費
(商工業や観光振興 )
議会費
(議会運営 )
災害復旧費
(台風被害などの復旧 )

合　計

171,305円

98,216円

100,694円

73,436円

46,554円

19,976円

42,617円

89,412円

11,976円

5,618円

1,438円

661,242円

※平成 28 年３月末の住民基本台帳人口
　17,177 人を使用しています。
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特別会計収支

会 計 名 収 入 支 出 収支差引 会 計 名 収 入 支 出 収支差引

後 期 高 齢 者
医療特別会計

5億2,457
万円

5億1,908
万円 549万円 潮 岬 財 産 区

特 別 会 計 5,852万円 298万円 5,554万円

国民健康保険
事業特別会計

35億1,053
万円

35億2,237
万円

△1,184
万円

出 雲 財 産 区
特 別 会 計 3,258万円 332万円 2,926万円

介護保険事業
特 別 会 計

24億4,645
万円

23億4,337
万円

1億308
万円

有 田 財 産 区
特 別 会 計 2,727万円 131万円 2,596万円

簡易水道事業
特 別 会 計 4,419万円 4,356万円 63万円 田 並 財 産 区

特 別 会 計 342万円 19万円 323万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 3,931万円 3,716万円 215万円 和 深 財 産 区

特 別 会 計 652万円 25万円 627万円

住宅資金貸付
事業特別会計 3,192万円 2,652万円 540万円 古座地区財産

区 特 別 会 計 990万円 36万円 954万円

東 牟 婁 郡
公 平 委 員 会
特 別 会 計

35万円 23万円 12万円 西向地区財産
区 特 別 会 計 3,631万円 14万円 3,617万円

串 本 財 産 区
特 別 会 計 1,253万円 46万円 1,207万円 田原地区財産

区 特 別 会 計 629万円 32万円 597万円

会 計 名 総 収 益 総 費 用 当 年 度 純 利 益 翌年度繰越利益
剰 余 金

病 院 事 業 会 計 25億6,682万円 27億3万円 △1億3,321万円 △1億3,321万円

水 道 事 業 特 別 会 計 5億1,952万円 5億1,625万円 　327万円 6億4,024万円

国 民 宿 舎 事 業 会 計 879万円 1,330万円 △　451万円 2,274万円

※当年度純利益、翌年度繰越利益剰余金の△は純損失、欠損金の額です。

　観光客に対し無量寺と応挙芦雪館を紹介する
看板が、串本ライオンズクラブより無量寺へ寄
贈されました。
　以前設置されていた看板は、長年の風雨によ
る劣化で文字が見えにくくなっていました。
　新たな看板には長沢芦雪筆の虎図と龍図の写
真や案内文の英語表記があり、外国から来られ
る観光客の方々にもわかりやすいように工夫さ
れています。

串本ライオンズクラブより無量寺へ看板寄贈

Town Topics

看板は平成２８年１１月２２日に完成しました

マイナンバー交付から１年。
改めて制度のご説明をします。

◇お問い合わせ先◇
　○マイナンバー総合フリーダイヤル　℡　０１２０－９５－０１７８（無料）
　　《受付時間》　平　日／９：３０～２０：００
　　　　　　　　土日祝／９：３０～１７：３０
　　　　　　　　※　年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く
　　　　　　　　※　マイナンバーカード紛失などによる一時利用停止は、２４時間・３６５日受付可能
　　《受付内容》　マイナンバー制度全般に関すること、通知カード・マイナンバーカードに関すること
　○マイナンバーのホームページ　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

添付書類の削減など、行政手続
が簡素化され、国民の負担が軽
減されます。 また、行政機関
が持っている自分の情報を確認
したり、行政機関から様々な
サービスのお知らせを受け取る
ことができます。

所得や他の行政サービスの受給
状況を把握しやすくなるため、
負担を不当に免れることや給付
を不正に受けることを防止する
とともに、本当に困っている方
にきめ細かな支援を行うことが
できます。

行政機関や地方公共団体などで、
様々な情報の照合、転記、入力
などに要している時間や労力が
大幅に削減されます。複数の業
務の間での連携が進み、作業の
重複などの無駄が削減されます。

行政の効率化 国民の利便性の向上 公平・公正な社会の実現

マイナンバー制度のメリットとは？

○税務当局に提出する確定申告
　書、届出書、調書などに記載
○税務当局の内部事務
　　　　　　　　　　　　など

○年金の資格取得や確認、給付
○雇用保険の資格取得や確認、
　給付
○医療保険の給付請求
○福祉分野の給付、生活保護
　　　　　　　　　　　など

○被災者生活再建支援金の支給
○被災者台帳の作成事務
　　　　　　　　　　　　など

社会保障 税 災害対策

マイナンバーが必要なときはいつ？

　・他人のマイナンバーを不正に入手したり、正当な理由なく提供したりすると、
　　処罰されることがあります。
　・マイナンバーと結びついた個人情報を保護するため、様々な対策を講じています。

法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用したり、他人に提供したりすることはできません。
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串本海岸の堤防改良工事の開始について
建設課からのお知らせ

　和歌山県では、津波から住民の命を救い、死者をゼロとするため、「津波から『逃げ切る！』支
援対策プログラム」を平成２６年１０月に策定しました。
　これまで、当プログラムに基づき、串本地区における津波避難困難地域を解消するための対策を
検討してまいりましたが、この度、串本海岸の堤防改良工事を開始することとなりました。

・事業期間：平成２７年度～平成３６年度予定
・事 業 費：約４６億円
・事業内容：堤防改良（かさ上げ等）
・延 長：約１，４００ｍ

約１.３０ｍかさ上げ

約０．７０ｍ陸側へ

完成後（イメージ）

津波の第１波を防ぎ、避難時間を確保する

※　「津波から『逃げ切る！』支援対策プログラム（Ｈ２６. １０月）」より抜粋（一部加筆）
※　今回、堤防改良工事を行う串本地区において、津波の第１波が１０分、最大波が３０分で到達することを
　　示すものではありません。津波に関する詳しい情報は津波ハザードマップをご確認ください。

■ 津波対策の考え方

町からのお知らせ
Town_information

平成２８年分確定申告について

種　類 申告会場開設期間 納付期限 口座振替日

所得税の確定申告 ２月16日（木）から３月１５日（水） ３月１５日（水） ４月２０日（木）

消費税の確定申告
(個人事業者 ) ２月16日（木）から３月３１日（金） ３月３１日（金） ４月２５日（火）

贈与税の申告 ２月16日（木）から３月１５日（水） ３月１５日（水）

※土曜日・日曜日・祝日は税務署の閉庁日です。

２　税務署以外の申告会場開設日程

２月
受付時間

20（月）21( 火 ) 22( 水 ) 23( 木 ) 24( 金 ) 27( 月 ) 28( 火 )

太地町公民館 ○
  ９：３０～１２：００
１３：００～１５：００

串本町文化センター ○ ○

古座川町中央公民館 ○
※１　本年は、那智勝浦町役場には申告会場を開設していませんのでご注意ください。
　２　各会場とも土地・建物・株式等を売却された所得、山林所得、贈与税や相続税に関する相談
　　　は行っておりませんので、これらの相談に関しましては直接税務署へお越しください。
　３　各会場の受付は、混雑状況等により、早めに締め切らせていただく場合がありますので、
　　　あらかじめご了承ください。

会　場
開設日

個人で事業や不動産貸付等を行う全ての方は、記帳と帳簿等の保存が必要です！！

※所得税および復興特別所得税の申告の必要がない方も対象となります。

収入金額や必要経費に関する事項
について、取引年月日や金額等を
帳簿に記載します。

―　帳簿書類の保存　―

帳簿のほか、請求書・領収書など
の書類を整理して保存する必要が
あります。

―　記帳する内容　―

◇お問い合わせ先◇　新宮税務署　℡　０７３５－２２－５２６１

新宮税務署からのお知らせ

町からのお知らせ
Town_information

１　税務署の申告会場開設日程

○申告会場は、２月１６日（木）から開設しております。
　（２月１５日（水）以前は開設しておりません。）
○申告会場では、１６時まで申告相談の受付をしておりますが、
　混雑状況によっては早めに相談受付を終了させていただく場合もございます。
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国保財政の健全化に向けて（24）
住民課からのお知らせ

町からのお知らせ
Town_information

県に納める「納付金」の計算

　必要経費から医療費や納付金など各種財源分を差し引いた、費用の残りを税で賄うという考え方
は、現在町で行っている税率設定の根拠と変わりありません。
　しかし、今後は県内における串本町の医療費や所得の状況、日本全体における串本町の医療費や
年齢構成といった数字が影響するようになります（上図）。
　串本町の正味の医療費は和歌山県平均以上ではありますが、全国では平均程度と思われます。こ
れに年齢構成による補正を加えると一体どうなるのか…。現時点では国・県が試算中のため、はっ
きりしたことは分かりません。
　今までの制度では医療費が下がった場合、下がった額そのままの財政効果を期待できましたが、
今後は年齢補正した全国平均の医療費との比率が効いてくるので、予測しにくくなります。
　全国平均よりも医療費を低く抑えられれば、医療費丸々を賄わなくてもよくなる可能性がありま
すが、全国的に医療費が下がったのに串本町の医療費が変わらなければ、県への納付しなければな
らない金額が多くなります。
　しかも、法定外繰入のうち財政補てん目的のものは、段階的に解消していかなければならなくな
ります。単年度赤字が予想される市町村では、県の激変緩和措置とあわせて、赤字解消計画と似た
ような繰入金の解消計画を策定することとなるようです。

　今回は町が県に平成３０年度から納める納付金の仕組みについて説明したいと思います。

Ｃ町Ｂ市Ａ村

Ｂ市の
納付金

県全体の医療費

医療費・所得・人数・世帯数に応じて
市町村に納付金を分配

正味の医療費ではなく、年齢構成を補正した
医療費の、全国平均との比率をかけて計算される

法定繰入金や国・県補助金で賄う部分

障害者控除対象者認定について

■ 認定基準等

控除区分 認定区分 認定基準

障害者控除
身体障害者（３～６級）に準ずる者

介護保険の要介護３に認定され、
障害高齢者の日常生活自立度がＡ以上

知的障害者（中・軽度）に準ずる者
介護保険の要介護３に認定され、
認知症高齢者の日常生活自立度がⅡ以上

特別障害者控除
身体障害者（１・２級）に準ずる者

介護保険の要介護４以上に認定され、　
障害高齢者の日常生活自立度がＢ以上

知的障害者（重度）に準ずる者
介護保険の要介護４以上に認定され、　
認知症高齢者の日常生活自立度がⅢ以上

福祉課からのお知らせ

町からのお知らせ
Town_information

　認定を希望される方は、福祉課へ申請書を提出してください。（申請書は串本町ホームページか
らもダウンロードできます。）
　認定された方には認定通知書を交付します。所得税の確定申告や住民税の申告の時にその通知書
を添付することで障害者控除を受けることができます。

　障害者に準ずる者として町長が認める高齢者を対象に、所得税や住民税の障害者控除を受けるた
めの認定を行っています。
　対象となるのは、介護保険の要介護認定で要介護３以上の認定を受けている満６５歳以上の方で、
以下の認定基準を満たす方です。（１２月３１日時点で有効な要介護認定審査資料をもとに判定。）

■ 障害者控除額

控除区分 所得税の控除額 住民税の控除額

障害者控除 ２７万円 ２６万円

特別障害者控除 ４０万円 ３０万円

◇お問い合わせ先◇　串本町役場福祉課　介護保険係　℡　０７３５－６２－０５６２

●相続全般（戸籍の取得のみも可）、遺言書
●死後事務委任契約、見守り契約など
　認知症・高齢者・おひとり様への安心サポート特化
●農地、契約書、消費者トラブル、許認可など

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

※　既に控除対象となる障害者手帳等をお持ちの方や、本人または本人を扶養している親族に所得税や住民税が
　　課税されていない場合は、認定を受ける必要はありません。
※　この認定は所得税や住民税の障害者控除にのみ適用されるものであり、障害者としてのサービスを受けられる
　　ものではありません。
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講師　辻　由紀子　氏

大阪府認定子ども家庭サポーター

（大阪府子ども虐待防止アドバイザー）他

　「子どものことで悩んでいるけど、どこへ相
談すればいいのかわからない！」そんな時はま
ず、「りぼん」をご利用ください。
　・ご飯を食べてくれない
　・学校に行きたがらない
　・言いだしたら聞かない…等々
　こんなこと相談してもいいのかなぁ？と思っ
ていることでも気軽に相談してください。誰か
に話をすることで肩の荷が軽くなりますよ。

　保健センターや保健所、子育て支援センター、
教育センター学びの丘、児童相談所等紀南地方
には子育てを支援してくれる機関があります。
　・少しリフレッシュしたい
　・子育ての技術を学びたい
　・友達をつくりたい
　・子育ての情報がほしい…等々
　利用可能な子育て支援サービスを選定し情報
提供します。

保健センターからのお知らせ

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

2月の子育て相談の日程

（　９：００～１２：００）
（１３：００～１６：００）

222828288
222212

13333
7

2

2323233
1666
9

◇お問い合わせ先◇
　〒６４９－３５９２　串本町串本１８００
　　串本町役場　こども未来課
　　子育て支援室「りぼん」
　　℡　０７３５－６７－７０２７

町からのお知らせ
Town_information

【日 時】　平成２９年３月４日（土）
　　　　　受付：１２時３０分～　　　　　
　　　　　開始：１３時３０分～（１６時３０分終了予定）
【場 所】　串本町保健センター
【参加費】　無料
【対象者】　子育て支援・子育てに興味のある方はどなたでも

◇お申し込み・お問い合わせ先◇
　串本町保健センター　℡　０７３５－６２－６２０６

子育て支援ネットワーク会議 in串本
～すべての子どもたちに豊かな発達保障を～

特別講演

　子ども子育て最前線　負の連鎖を断ち切るために

子育てに困った時の相談窓口です 紀南地方の子育て支援機関を繋ぎます

子育て支援室「りぼん」は…

保健センターだより
※健診・教室等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

2月の行事カレンダー

 

※開催場所：保健センター／時間：午後１時３０分～午後３時　　希望者 (４０歳以上の女性 )に骨密度測定を実施します。
　骨密度測定を希望される方は、２月１３日 (月 ) までにお申し込みください。(先着３０名様）

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
１ ２

　１０か月児健診
３
　きらきらくらぶ

４
　おひさまくらぶ

５ ６ ７ ８ ９
　２歳６か月児
　健診

10 11
　女性セミナー

12 13 14
　かるがもひろば
　健康相談（※）

15
　マタニティ教室
　（前期）

16
　３歳６か月児
　健診

17
　きらきらくらぶ

18

19 20 21 22 23
　６か月児相談
　「ＴＥＴＯＴＥ」
　４か月児健診

24 25

26 27 28

　平成２９年４月以降に実施する特定健診・各がん検診についての調査票を１月末頃より、各世帯
主様あてに送付しています。希望調査票の対象年齢は７４歳までとなっています。
　７５歳以上で健 (検 ) 診を希望される方は、直接保健センター (℡０７３５ー６２ー６２０６)
までお電話にてお申し込みください。
　保健センターでは皆さまの返信を基に健 (検 ) 診の予定を立てますので、調査票が届きましたら、
ぜひ開封して内容をご確認ください。
　あなたとあなたの家族のために、１年に１度の健 (検 ) 診を受けて、健康の確認をしましょう。

平成２９年度　健(検)診希望調査票について

　各がん検診で「要精密検査」の通知を受け
取られた皆さま、精密検査はお済みですか？
　がんの治療は早期発見が大切です。気がか
りなままにしておかないで、
精密検査をぜひ受診して
ください。

平成２８年度に
がん検診を受診された皆さまへ

提出期限は
平成２９年２月24日（金）まででで

で、

　平成２８年３月に対象の方へ個別通知してお
ります、高齢者肺炎球菌予防接種の助成期間が
平成２９年３月３１日までとなっています。　
　今年度対象の方でまだ接種を受けておらず、
接種を希望される方はお急ぎくださいますよう
お願いいたします。

平成２８年度
高齢者肺炎球菌予防接種
接種費用一部公費助成対象者の皆さまへ
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■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

がん治療は　早期発見・早期治療　が極めて重要です

　当院での外科手術は、内科による内視鏡検査で腫瘍の病巣を発見し、外科手術につなげる場合が多く
あります。現在の内視鏡検査はカメラの管が細くあまり苦痛を伴わない検査となっています。がん治療
は、早期発見・早期治療が極めて重要で、早ければ早いほど患者様への負担が軽減されますので、担当
医にご相談のうえ、４０歳を過ぎたら年に１度は内視鏡検査やＣＴ検査をおすすめします。

1月から着任された医師を紹介します

　この度、内科　今井先生の後任として赴任することとなりました大本俊介です。
平成２１年に近畿大学医学部を卒業後、２年間の研修を経て消化器内科に入局し、
大学では胆膵疾患を中心に診療を行ってきました。くしもと町立病院での勤務は
初めてですが、一生懸命頑張りたいと思います。

　消化器疾患を中心に内科全般の加療を行います。また、内視鏡は上下部内視鏡・胆膵内視鏡を実施す
る予定です。下痢や胸焼け、胃痛などのちょっとした症状でも気軽に相談にきていただければ幸いです。
また消化器内科では、胃癌、大腸癌、肝臓癌、膵臓癌と多くの発生頻度、死亡頻度の高い癌の診療に携
わります。串本町を中心に、これらの腫瘍の早期発見・早期治療に貢献したいと考えております。
　６か月と短い期間ですが宜しくお願い申し上げます。

内科　大本　俊介　医師

（平成２８年４月１日～平成２８年１２月２８日までの外科手術件数・内視鏡検査）
【主な疾患別手術件数】
　胃癌…１例／大腸癌…１５例（結腸癌…１３例、直腸癌…２例）
　胆嚢結石症、胆嚢炎…１２例／ヘルニア…１２例／肛門疾患…６例
　虫垂炎…５例／腹膜炎…３例／直腸脱…２例／乳癌…１例／乳腺腫瘍…１例　など

　内視鏡的乳頭・結石除去術…２２例
　内視鏡的胆道ステント留置術…１０例
　内視鏡的消化管止血術…７例　など

　※　胃内視鏡検査は町保健センターの検診事業でも行っています。平成２８年度　町検診結果　１４０件（９月末時点）

【上部内視鏡検査】
　全件数…４０３例
　内視鏡的粘膜切除術…１例
　ステント留置術 …１例

Vol.58

【下部内視鏡検査】
　全件数…１９１例
　内視鏡的粘膜切除術…５９例
　ステント留置術…１例

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。

　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

（１２月受付分　敬称略）

中
井

吉
村
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佳
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介
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鬮
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潮
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潮
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台
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出
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届
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地
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お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　ご
ざ
い
ま
す

山
﨑

村
上

瀧
本

山
﨑

井
下

勝
山

橋
爪

永
田

日
野

村
山

山
﨑

瓜
田

三
栖

信
治

兵
庫

峯
地

百
々

山
﨑

ご
冥
福
を

　
　お
祈
り
い
た
し
ま
す

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　お
幸
せ
に

古
川

　
　智
大

平
田

　
　智
都

久
堀

　
　怜

山
口

　
　る
み

上
野
山

上
野
山

串

本

串

本

正
俊

紘
輝

明
子

實
雄

君
子

ま
す
ゑ

光
一

嘉
代
子

シ
ズ
エ

忠佐
惠
美

彌
生

弘
治

啓
次
郎

保
彦

ヒ
サ
ヱ

勝
彦

繁
代

心こ
こ
あ愛

壮そ
う
へ
い平

稜り
ょ
う
ま真

照て
る
は葉

湊み
な
と斗

瑞み
ず
き貴

　１月４日、地域おこし協力隊として大阪府より木戸
俊秀さんが着任しました。協力隊着任前は、大阪市内
のスポーツクラブで勤められていました。
　ヨガを十数年間続けられ、一昨年にはヨガの精神的、
哲学的なことを学ぶためにインドに渡ったとのこと。
そこで「健康は富である」という言葉と出会い、誰も
が健康で地域社会が元気になることが日本には必要と
痛感。自分にできることはないかと情報収集をしてい
たところ、串本町の地域おこし協力隊の存在を知り、
応募したとのことです。
　木戸さんは「今まで健康産業に関わった経験を活か
し、一人でも元気になってもらえれば。」と意気込み
を話しました。

地域おこし協力隊員が着任
大阪府より木戸俊秀さん

田嶋町長（右）から任命書を受け取る木戸さん（左）
――１月４日串本町役場にて

主な業務内容
　成人の健康づくり向上に関する業務
　高齢者の健康増進に関する業務
　（介護予防事業などの運動指導）
　　　　　　　　　　　　　　　など

　串
本
婦
人
会
よ
り
、
第
12
回
串
本
町
民

大
運
動
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
の
収

益
金
の
一
部
を
町
内
の
社
会
福
祉
団
体
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
の
社
会
福
祉
団
体
へ

　寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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(

農
政
局
か
ら
の
お
知
ら
せ)

青
色
申
告
に
つ
い
て

　
青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的

に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

青
色
申
告
に
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
、
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

　
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
個
人
の
場

合
、
平
成
29
年
３
月
15
日
ま
で
に
、
最
寄

り
の
税
務
署
に「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を

行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入

保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
収
入
保
険
制
度
の
主
な
内
容
】

○
農
業
者
ご
と
の
農
産
物
の
販
売
収
入
全

　
体
の
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
任
意
加

　
入
の
制
度

○
類
似
制
度
（
農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ
対
策

　
等
）
と
は
選
択
加
入

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
近
畿
農
政
局
和
歌
山
県
拠
点

　
　
地
方
参
事
官
室

　
℡
０
７
３
‐
４
３
６
‐
３
８
３
１

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
平
成
29
年
２
月
15
日
（
水
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局

　
　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
‐
８

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

※
東
牟
婁
振
興
局

　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
10
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成28年12月末現在（前月比）

１７, ００８人（－２１）
７, ９８７人（－　４）
９, ０２１人（－１７）
８, ８０７世帯（－　６）

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

２件
０件
５件
７件

※平成２８年１２月３１日が基準日

救急件数（1月からの累計）

交通
急病
その他
合計

８４件
７４３件
３３６件

１, １６３件
※平成２８年１２月３１日が基準日

お知らせ
I N F O R M A T I O Nお

知
ら
せ

新

宮

警

察

署

移

転

の

お

知

ら

せ

　
こ
の
た
び
新
宮
警
察
署
が
３
月
６
日
を

も
っ
て
新
庁
舎
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
移
転
予
定
日

　
平
成
29
年
３
月
６
日
（
月
）

▼
新
住
所
地

　
〒
６
４
７
‐
０
０
８
１

　
新
宮
市
新
宮
２
３
３
０
番
地
の
９

（
国
道
42
号
線
広
角
南
交
差
点
東
約
100
ｍ
）

▼
代
表
電
話

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
０
１
１
０

▼
交
通

・
最
寄
り
の
バ
ス
停

　
熊
野
交
通
株
式
会
社

　
　
新
勝
線
　
広
角
バ
ス
停

・
最
寄
り
の
駅

　
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
　
新
宮
駅
、
三
輪
崎
駅

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
新
宮
警
察
署

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
０
１
１
０

・
和
歌
山
県
警
察
本
部
　
警
務
課
企
画
室

　
℡
０
７
３
‐
４
２
３
‐
０
１
１
０

　
　
（
内
線
２
６
４
６
）

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 

 
 

 
NPO  

 
TEL  

▼
人
権
行
政
相
談

　２
月
２
日
（
木
）

　
　
会
場

　
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎

　
２
月
16
日
（
木
）

　
　
会
場

　
田
原
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
行
政
相
談

　

　
２
月
９
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
で
す
。

相
談

▼
納
期
限
　
平
成
29
年
２
月
28
日
（
火
）

○
固
定
資
産
税
（
４
期
）

○
町
県
民
税
（
随
１
期
）

○
国
民
健
康
保
険
税
（
11
期
）

○
介
護
保
険
料
（
11
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
８
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

今
月
の
納
税
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

１月３日、平成２９年串本町成人式が串本町文化センターで開催されました。

式には１１４名（男性５３名・女性６１名）が出席。晴れ着に身を包み、新たな一歩を踏み出しました。


